






















































































瀧  大知 和光大学大学院
今回のシンポジウムは現在の日本社会への憂いが形になったものであり、かつ
て闘った人々の運動を通して、もう一度、我々はどのように「市民的不服従」「共
生」を取り戻すのか？　という命題が突き付けられたのだと感じた。
特に第 1 回目の「指紋押捺拒否闘争」は、その当事者の生の声を聞けたことに
強い衝撃を受けた。日本の差別的な管理政策、踏みにじられる尊厳、登壇された
パネリストの方々、そして客席から発言された当時の運動参加者の冷静でありつ
つ「叫び」にも似たエピソードや意見は「権力」によって蹂躙される生命の問題
を浮き彫りにしたように思う。
会場の迫力を目の当たりにしながら、自分はどこかで登壇者の方々や当時の運
動に参加をしていた人々との「距離」を感じずにはいられなかった。
会場で考えたことはその感じて‘しまった’「距離」についてであった。あの空間
で感じた「距離」とは一体何なのだろうか？　それはおそらく、テーマである
「市民的不服従」と関わる「権力的なものへの想像力」である。同じ空間を共有
しつつも、「市民的不服従」と対になる国家を始めとした「権力」というものに対
して、登壇者や運動参加者の方々が明確にピントが合っているのに対して、自分
の中ではどうしてもぼやけてしまう（だからこそ、「権力的」という表現になってしま
う）。
そのように感じたのは自分が日本国籍で本土在住、男、中流（意識を持てる）と
いうポジションがあるからだということは間違いない。しかし、「指紋押捺拒否闘
争」当時も多くの「日本人」が参加し明確な「権力」と対峙し外国籍の人々と共
に戦い「共生」の道を探っていた。
では、当時の運動に参加していた人々が差別や植民地主義等の問題として認知
していたかと言えば推測だが、そうした「他者性」における認知以上に「当事者
性」における実感からの行動であったのではないか。
090 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2016』
